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03-b 思い出を受け継ぐツール ( 家具•壁 )

03-c 街に広がるNEWカイブ

街の記憶をNEXT21 に保存し、NEXT21 を起点に新しいを交えながら街へと拡大する。
そうすることで、いつ、どんな時、どんな場所でも懐かしいを共有できる。

上下階の関係性

NEWカイブ

02プログラム

03-a

03 設計プロセス01 私たちが考える” NEXT の NEXT” 06NEWカイブが創る風景

02-a あの日、あの時、あの場所で見た風景 ( 敷地のこと )

緑の共有

動く壁、動かない壁

住居同士の関係性

04 思い出の共有の仕方
大切だけど、目に見えて、知らぬ間に忘れてしまうものがある。それを未来に残る建築が
覚えていてくれたら…懐かしさをアーカイブする。帰る場所でありながらも、新たな出会
いが生まれ続ける未来のためのニュー会部が見られるのではないだろうか。すべての人に
とってのあの日、あの時、あの場所、その起点となるNEXT の NEXT を提案する。

ダブルグリッドにより生まれた空間は過去の記憶を未来に繋ぐNEWカイ
ブ空間になる。今この瞬間の思い出となるコミュニティ空間を居住者が提
供し、型となって未来へ繋ぐ。

NEWカイブを拠点に、災害時や建物の修復
時に思い出を受け継ぐツールが街に現れる。
NEXT21 にかつて住んでいた人、また家を必
要とする人、様々な人が集まり、思いを巡ら
せ、新たな出会いの場となる。

上町台地という特殊な地形上に歴史的・文化的な史跡の
残る天王寺区。城や寺院は街のシンボルであり、地蔵盆
が行われるといったコミュニティの場でもあった。現在
も残るその風景は、都市開発や少子高齢化により街の雑
多に埋もれようとしている。

ダブルグリッド 4本とその中心の空間を最小単位 ( 単独世帯 )
とすることで、様々な家族形態に対応できる。それぞれのダブ
ルラインが重なるとき、思い出の共有が行われる。

NEWカイブの連続性
NEWカイブの振る舞いが住居内と連鎖することで、１つ１つの住居、
NEXT の NEXT と街の境界が曖昧にまり、懐かしさは紡がれる。

ダブルラインにそって動く壁、動かない壁が存在し、
住民の個性が垣間見えながら、住み継ぎが行われる。

住まない空間は緑化され、住民同士、街
とを結ぶきっかけを与え、未来へと生き
ていく。

02-b 思い出でを更新しながら残す” NEWカイブ”

地形 地蔵盆

商店街大阪城

壁や家具が火災時の住まいへと
再構成される

住居階の様子：日常的に動く壁は住宅内にコミュニティを引き込む

ファサード：変わらないもの（二重庇、地形の勾配を表した緑）と移り
変わる思い出（ツール）が街の顔となる。

１F・２F：シェアランドリー、カフェ、
デイユース、広場 etc

３F・４F・５F・６F：住居階

低層部に退去した住民が残す思い出を共用
部にNEWカイブする。家具や建具を再利
用し、壁はシェアランドリーやカフェ、祭
事などの街に開けたコミュニティス広場が
生まれる。それらが螺旋状に上がる階段や
緑、吹き抜けによって上下階でも交流が生
まれる。

記憶をアーカイブしながら、新たなワンシーンを創ること

断面的な空間構成でも、ダブルグリッドを活用する。また空間だけでなく、
住民が培ってきた歴史を” 目に見えるかたち” として、変化しながらも残
すことで、人々の忘れかけた懐かしさを取り戻す。

記憶としてまた戻る

アーカイブ NEWカイブ

壁紙や家具が街の新たな風景
として広がる

02-c 実験住宅としての仕組み

低層部のコミュニティ

緑の吹きに抜けにより、上下階や街並み
と連続するプランとする。


